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1. 地 震 分 布

震源の深さ 70㎞未満の地震.

震源の深さ 70㎞以上の地震

2. 地 殻 変 動

水 平 変 動.

水 平 ひ ず み.

上 下 変 動 (Ⅰ).

上 下 変 動 (Ⅱ)

1.地震分布

(震源の深さ70㎞ 未満の地震)

(震源の深さ70㎞ 以上の地震)

わが国は、環太平洋地震帯に属し、地震の多発国として知られている。

わが国とその付近で放出される地震エネルギーは、全世界で放出される地

震エネルギーの約15％にあたるといわれる。

震源の深さ70㎞ 未満の地震は、大多数が海溝より大陸側の海底に集中

しておこり、内陸部では散発的である。千島・カムチャツカ海溝と日本海

溝付近で地震分布の密度がとくに高い。被害をともなう地震はほとんど70

㎞ より浅いところでおこる。

震源の深さ70㎞ 以上の地震は、海溝より大陸側でおこるが、震源の浅

いものほど海溝の近くに、深いものほど大陸よりにおこる。この特徴は東

北日本付近でとくに明瞭である。

〔凡例と作図の要点〕

気象庁の地震観測網で記録された地震の震央分布を、震源の深さ70㎞

未満のものと、70㎞ 以上のものに区分して表示した。2つに区分した理由

は後者のマグニチュードが決められていないからである。前者は、その発

生数がきわめて多いため、マグニチュード5.0以上のものだけを表示した。

またこの図は1926年以降の地震を対象とした。この理由は、1923年の関

東大地震を契機として観測網の整備が進み、1926年以降それまでよりも精

度の高い観測結果が発表されるようになったためである。

マグニチュードは、地震の規模を表わす尺度のひとつである。気象庁は

マグニチュードを震源の深さ 70㎞ 未満の地震について次の式（坪井、

1954）によって決定している。

M =logA十1.73logΔ-0.83

M：マグニチュード

A：最大地動振幅（μ）

Δ：震央距離（㎞）

マグニチュードが1だけ大きくなると地震エネルギーは約32倍になると

いわれる。日本付近で、M5～6の地震が1年に約100回、M6～7の地震

が1年に約10回、M7～8の地震が1年に約1回、M8以上の地震が10年

に約1回の割合でおこる。

〔資料〕

1.気象庁,地震月報,1926～1970

変形の模式図

ひずみ楕円の主軸

北海道の上下変動(1900～1955)

隆起(㎝)

沈降

(国土地理院、1970年による)

2.地殻変動(水平変動).(水平ひずみ).(上下変動Ⅰ.Ⅱ)

これらの図は、測地学的方法によって求められた水平変動、水平ひずみ

と上下変動の地理的分布を表示したものである。これらはいずれも地質構

造や地震の発生と密接な関係をもっている。

〔凡例と作図の要点〕

水平変動

わが国では、これまで1882～1913年と1949～1966年の2期間にわたっ

て一等三角測量が行なわれた。この図はこの2回の一等三角測量成果を用

いて計算した解析図である。計算では、過去半世紀の間に水平変動がほと

んどおこらなかったと思われる地域の一等三角点を固定点とし、全国をひ

とつの網として網平均を行なっている。

変動の方向と量（変動ベクトル）を用いて地殻の水平変動を表示する方

法は、変動の様子を視覚的にとらえることが容易であるが、一方固定点か

ら離れるに従って累積誤差の影響を強く受けること、また別の点を固定点

にとると各点間の相対的関係は変らなくても、変動ベクトルの様相が一変

したように見えるという欠点がある。この図は固定点を多くとることに

よってこれらの欠点を小さくしている。

水平ひずみ

地殻が座標の1次関数で変形すると仮定すれば、旧測量時に地表に描か

れた円は、時間の経過とともに変形が進み新測量時には惰円となる。この

楕円をひずみ楕円という。また変形の前後で交角の変らないただ1組の直

交2軸が存在する。これがひずみ楕円の長短両主軸である。

この図は、水平変動図と同じ一等三角測量成果を用いて、三角形ごとに

計算したひずみ楕円の両主軸の方向と、その伸縮率（主ひずみ）を表示し

たものである。

上下変動

これらの図は、1884～1913年、1923～1945年、1946～1962年の3期間に

行なわれた一等水準測量の成果を、それぞれ1898年、1930年、1950年の3

つの基準年に整理しなおし、それらの間の地殻の上下変動量を求め、等値

線で表示したものである。なおその際、水準原点の高さの変化量と験潮場

における平均海面高が、水準網平均計算に導入されている。

〔資料〕

1.原田健久,井沢信雄,日本の地殻の水平変動―多固定点による解―,

測地学会誌 Vol.14,Nos.2・3,1969

2.原田健久・　西篤男,最近60年間における日本の地殻の水平歪,測地

学会誌 Vol.17,Nos.1・2,1971

3.林哲郎,精密水準測量による地殻変動の研究,Bulletin of the Geo-

graphical Survey Iustitute,Vol.ⅩⅤ,Pt.1,1969
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4.国土地理院,北海道地方の地殻上下変動,地震予知連絡会報,Vol.4,

1970

5.第四紀地殻変動研究グループ,1:2,000,000第四紀地殻変動図,1969
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(第四紀地殻変動研究グループ、1969年による)
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地 震 分 布

震源の深さ70km未満の地震

震源の深さ

30km未満 30km以上

マグニチュード

5.0以上 6.0未満

6.0以上 7.0未満

7.0以上 8.0未満

8.0以上

日本の地震観測所による記録



(1926～1970)
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震源の深さ70km以上の地震

70キロメートル以上

120キロメートル以上

200キロメートル以上

300キロメートル以上

400キロメートル以上

500キロメートル以上

120キロメートル未満

200キロメートル未満

300キロメートル未満

400キロメートル未満

500キロメートル未満

震源の深さ

日本の地震観測所による記録
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地殻変動

水 平 変 動

固 定 点

変動の方向と量

第1回(1882～1913)、第2回(1949～1966)

の一等三角測量成果に基づき、各点の変

動量をいくつかの固定点に対して求めた

もの

1:8,000,000

水 平 ひ ず み

ひずみ楕円の主軸の方向

の び

ちぢみ
主軸の伸縮率

ひずみ計算に使用した

三角点網

第1回(1882～1913)、第2回(1949～1966)'

の一等三角測量成果に基づき、各三角形

のひずみを求めたもの

1:8,000,000

上 下 変 動 (Ⅰ)

(1898～1930)

隆 起 量

沈 降 量

一等水準測量成果から求めたもの

単位はセンチメートル

1:8,000,000

上 下 変 動 (Ⅱ)

(1930～1950)

隆 起 量

沈 降 量

一等水準測量成果から求めたもの

単位はセンチメートル

1:8,000,000
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